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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

所在地・・・葛飾区 西水元 養護老人ホーム 

家庭環境、生計などから居住生活が困難な高齢者に生活の場を提供する施設。

施設概要・・・定員１４０名 男５７人 女７４名  最高齢１０５歳

平均年齢 ８１，６歳  平均在園年数 ５，６年  

介護予防活動・・・ストレッチ、料理、社交ダンスなど 他９の活動あり

《１．研究前の状況と課題》

高砂園では、年々車椅子使用者、転倒者が増

加している状況が続いています。 

その為、高砂園開園当初より行なっている

“朝の体操”に加え、昨年度より“元気いっ

ぱつ体操”を始めました。 

“元気いっぱつ体操”とは、虚弱者対象に行

なってきた、転倒防止の為の体操です。 

この体操を一年間継続してきました。 

徐々に健常者自らも興味を持ってくれ、参加

者も増えてきましたが、担当者のみでは、継

続していくのが負担となってしまいました。

その為、昨年度で終了する方向で検討してい

ましたが、利用者にとって良い事を継続して

いくにはどうしたら良いかが課題であった。

《２．研究の目標と期待する成果・目的》

利用者が楽しみにしている“元気いっぱつ体

操”を継続すること 

又、昨年度からの目標であった【個々に合わせ

た体操】を取り入れる事を目標とし、業務の見

直し・改善、体操の充実に取り組んだ。 
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《３．具体的な取り組みの内容》

【取り組んだ内容】 

①体操を継続するにあたり、前年度担当者よ

り、体操の指導を受けた 

②参加者が増えた為、広いスペースに活動の

場所を変更した 

③利用者個々に関わる時間を作る為に、業務

の見直しを行なった 

④健康カラオケのプログラムを取り入れた 

⑤履物調査を行ない、スリッパからリハビリ

シューズへ改善した 

⑥健常者の中からリーダー的存在を選び、職

員と共に体操の音頭をとってもらった 

《４．取り組みの結果と考察》

上記の取組みを行ない 

取組み②によって、広いスペースに変更した

事により、伸び伸びと体操を行なえ、利用者

の笑顔も増えた 

又、以前より問題視されていた、汚物処理室

の異臭も場所を移動した事により、改善した

取組み③によって、利用者個々に関わる時間

を作ることが出来、個々に合わせた体操を行

なえるようになった 

取組み④によって、新しいプログラムを取り

入れた事により、利用者の中から、「心が弾

むわ」「楽しかったわ」などの声があり、と

ても好評だった 

取組み⑥を行なったが、リーダー的存在を選

んだが、体調不良・意欲低下や、人前に出る

ことへの抵抗があり、消極的になってしまっ

た為、改善が必要となった 

筋力アップによる転倒の危険性も視野に入

れた対策を検討し、実践している 

《５．まとめ、結論》

利用者にとって良い事を継続していく為に

はどうしたらいいのか？ 

を一番に考え取り組んできました。 

職員が意識を変え、前向きに取り組み、業務

の見直し・改善をする事で、現在も利用者の

楽しみと笑顔、又転倒防止の為の“元気いっ

ぱつ体操”が継続しています。 

以前は、車椅子誘導していたＨさんは、自力

で立ち上がり、歩行介助にてトイレに行ける

ようになりました。 

今後も懸念される利用者のＡＤＬ低下を少

しでも遅らせ、現状維持できるよう、 

利用者の笑顔に繋がる取組みを行なってい

く為、職員全体で協力・継続していきたいと

思います。 

《６．倫理的配慮に関する事項》

なお、本研究発表を行うにあたり、利用者一

人一人に口頭にて確認をし、本研発表以外で

は使用しないこと、それにより不利益を被る

ことはないことを説明し、回答をもって同意

を得たこととした。

《７．参考文献》

第一興商 健康カラオケ 

《８．提案と発信》

我が養護老人ホームには、利用者自ら立ち上

げた【社交ダンス】【ストレッチ】活動や、

講師の指導による【合唱】【茶道】【書道】活

動、又、職員が中心となり、【料理】【園芸】

【歩け歩けの会】【頭の体操】など様々な介

護予防活動があり、幅広い利用者に楽しんで

もらえるよう、娯楽と交流の場を提供してい

ます。 

【メモ欄】


